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　歴史のなかには，時の流れが悠々たる大河の姿に似ている局面と，奔流のよ
うな局面とがある。歴史の行方を決定する出来事が次から次へと重なって出現
する，奔流，激流に際しては，決定がしばしぼ僅かな少数者によって為される。
その少数者の配置が少しでも変れぽ，歴史の行方も大きく変るという局面は，
こういう場合にはまれではない。最近必要があって太平洋戦争勃発時の日米関
係を調べてみて，改めて上のような感想を抱かされた。戦争勃発時の我国の首
相は東条英機であり，その東条が首相に選ばれたのは内大臣木戸幸一の推挙に
よるものであって，しかも木戸は，東条こそ惇馬のようにいきり立つ日本陸軍
をおさえて，日米戦争回避の方向に日本全体を導いてくれると期待したが故に
そうしたのだということはよく知られている。そして，これもよく知られてい
ることだが，木戸が考え出した方策は，日米間の外交交渉に妥結の見通しがつ
かなければ，1941年10月末を期して対米（英蘭両国をも同時に敵とする）戦争
に踏み切る旨を決定した，同年9月6日の御前会議決定を白紙に戻して，東条
を首班とする内閣にあらためて日米交渉に努めさせるという，「白紙還元の御
言定」を天皇の意向だとして東条に伝える，天皇の命令には絶対服従する筈の東
条のことだから，これで陸軍の統制も回復出来るし，日米戦も回避出来る，と
いうものであったといわれている。丁木戸日記』には，このいきさつは次のよ
うに記されている。
　「昭和十六年十月十七日（金）晴
　午前九時四十分，賢所参集所に参入，神嘗祭に参列す。
　高松宮より同所に於て政変につき御尋ねあり，大体を言上す。
　十一時，松平秘書官長来邸，重臣会議につき打合す。
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　午後一時十分より三時四十五分迄，宮中西溜の間に於て重臣会議を開く。清
　浦・若槻・岡田・林・広田・阿部・米内各前首相，原枢密院議長参集す。清
　浦子の九十1歳の高齢にて出席せられたるは一同感激するところであった。
　　余より政変に至りたる経過を説明，それより各々質問，意見の開陳あり。
　若槻氏より宇垣大将を推選したる外は林大将より皇族内閣云々の説を出され
　たるのみ。特別意見なく，余は此際何よりも必要なるは陸海軍の一致を図る
　ことと九月六日の御前会議の再検討を必要とするとの見地より，東條陸相に
　大命降下を主張す。但し東條陸相は現役にて陸相を兼ねしむることとす。反
　対論はなく，広田，阿部，原の諸氏賛成せらる。散会後，四時より四時十五
　分迄，拝謁，重臣会議の模様を詳細奏上す。
　　東條陸相を御召あり，大命降下す。
　　続いて及川海相を御召あり，陸海軍の協力につき御言葉ありたり。
　　控室に於て両相に対し，命を奉じて左の通り伝達す。
　　　只今，陛下より陸海軍協力云々の御言葉がありましたことと拝察致しま
　　すが，尚，国策の大本を決定せられますに就ては，九月六日の御前会議の
　　決定にとらはるる処なく，内外の情勢を更に広く深く検討し，慎重なる考究
　　を加ふることを要すとの思召であります。命に依り其旨申上置きます（以
　　下略。）」（r木戸幸一日記』下巻，東京大学出版会，1966年，917ページ）
　こうして東條陸相に対し，組閣の大命と「白紙還元の御謎」が下された。日
記の記述は，この運命的な一日についてもこのように淡々たるもので，これだ
けでは木戸が東条奏請に際し何を考えていたのかは十分にはわからない。しか
し，木戸は日記のほかに，戦争犯罪人として巣鴨拘置所に入れられていた間に
執筆した手記があり，そのうちの「戦争回避への努力」という標題の部分に，
自分自身の当時の心境について生き生きとした描写をのこしている。その一部
を引用してみたい。
　「（九月）十六日夕方，近衛首相は辞表を捧呈せられた。それから余の室に
　来られたので，自分は此の収拾には実に苦慮して居る，皇族内閣は前述の様
　な理由及事情により自分は賛成出来ない，一方，現在の政治情勢を見るに陸
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海軍は右翼と共に日に日に戦争熱を向上せしめつつあり，軍方面よりの宣言
もあり所謂A・B・C・Dの包囲陣の圧迫をひしひしと感ずるが如き空気と
なり，一方海外よりのニュースもシンガポールに英兵・濠州兵の上陸，比島
の動員，ハワイに米艦隊の集中，キンメル長官の米艦隊の戦争準備完成せり，
開戦とならぽ四週間にて日本艦隊を撃滅すべしと豪語せりと云ふが如き情報
が伝へられいやが上にも国民の神経を刺激するものあり，殊に御前会議の決
定を握れる陸海軍中堅将校の推進力があるので，此の異常に緊迫せる際一気
に明らかに政策変更を示すが如き内閣の構成は殆ど不可能と云ってもよかっ
たのであり，又此の隠されたる事情を知らぬ者が大命を拝しても組閣すら中
々覚束ないと思ふ，予想さるることは往年の宇垣内閣の流産の如く陸相すら
得られずして不成功に終るかも知れず，又何分南部仏印に迄兵を出して居る
ことであるから一度陸軍の統制が乱るれば出先で又如何なる事態が起り所謂
自衛権の発動が行はるるかも知れず，又組閣が手間取る様なことがあり大命
を受けたる者の如何によりては国内は大混乱となり或は内乱状態に迄進展す
るやも知れずと考へた。此の観測は或は悲観に過ぐると見る人もあるやも知
れないが，かの陸海軍が共に其勢力を殆ど澗渇せしめて居った終戦の際に於
て尚且あれ丈種々の事件があったのであって，況んや陸海軍共に軍備は充実
蓄積せられ意気軒昂たるあの際，大転回をやるとすれぽ如斯観測したるもあ
ながち不当とは云へないと思ふ。さうなれぽ日米交渉は勿論問題なく決裂と
なる，さう云ふ事情故，一部に声のある宇垣大将を奏請することも容易に決
心がつかない，さうなれぽ此の間の経緯を充分に承知して居る及川大将か東
條中将に担当せしめる外ない，即ち及川に担当せしむるとせぽ，それにより
海軍をして政府一任と云はせず自ら責任を以て自信ある方策を立てさせるか，
或は東條をして彼の今日迄築きたる統制力を以て海外に於ける不測の事件を
起さしめず，而して陛下より御命令ありて御前会議を白紙に返し更に事態を
検討せしめる外ないと思ふ，と話たるに近衛公も全然同感にて，且近衛公は
此の際陸軍の統制が先決問題で，之が素れたら日米交渉も何も滅茶苦茶とな
る，それ故東條に担当せしむるが宜しからん，それに此二三日来の東條の話
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では東條とて必しも日米戦争即行論とも見えず，陛下よりの仰せでもあれぽ
必ず考へることと思ふ，との話で（近衛公手記参照）あった。余も亦此の日
東條との会見の模様では，海軍が戦争に反対する様ならば東條は必しも米国
に対する戦争を主張する様にも思はれず，東條も余程考えた様だから，と話
あったのであった。東條を考えたについては，上述の如く此の二，三日来東
條の考え方に動揺の見へて来たことも一つの理由であるが，彼の性格も亦其
の一つの理由であった。即ち東條は陸相になって以来，常に陛下の思召と云
ふことを非常に尊重して居った。之は陸軍軍人の共通の気持であるが，東條
には殊にそれが強かった。それがつまり御前会議の決定の実行を迫る一つの
原因であった。そこで此の際，九月六日の御前会議の決定を白紙に返して再
検討することを御命令になれぽ，東條の最も主張する中心の御前会議の決定
は実行の義務はなくなるので，数日来の経過で今直に従来の方針の実現が困
難なることは判って居るのであるから，陛下の思召に従って其の方針を変更
するであろうと考へたのである。尚当時，自分の頭にはかう云ふこともあっ
た。それは此頃我国や在留外国人等の間には，日本の外交政策は首相や外相
に聴いても駄目だ，参謀本部へ行って聴かなけれぽ判らないと云った様な皮
肉な批評が横行して居ることを聞いて居たので，陸軍に国政を担当させ，而
して其の内閣が真剣に日米国交の調整に当るとすれぽ，却って米国側の疑ひ
を解き得るやも知れないと考へたのであった。又，宇垣大将については，近
衛公も，宇垣大将と云ふ説はあり自分の処へも云って来て居るが，此の際は
到底難しいだらうとのことであった。此のことは近衛公は余程気にして居た
と見えて，重臣会議中に松平秘書官長のところへ電話で重臣中には宇垣説の
人もある様だが宇垣大将になりはしないだらうなとの問合せがあったことを，
会議終了後聞いたことを記憶している。
　十七日の午後，重臣会議を開いた。此の会議では林大将より海軍出身の皇
族内閣と云ふことは出たが，東久遍宮内閣論は余り出なかった様に思ふ。若
槻等より宇垣説が出たが之には殆ど賛成者はなかった。結局，余より今日迄
の情勢，非常に困難なる見透等を説明して，東條陸相を奏請し御前会議の決
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定を白紙に返し再検討せしむることを御願すると云ふ案に大多数は賛成され
　たので，其の旨を奏上，御嘉納を得たのであった。（以下略）」（r木戸幸一関
　係文書』東京大学出版会，1966年，34－35ページ）
　だいぶ引用が長くなったが，この引用文のなかに，日本国民の運命にかかわ
る重大な判断がいくつか含まれている。木戸はここで，陸軍の統制がとれてお
らず，出先が勝手な行動をして日本の立場を窮地に追い込むような事態が今後
も予想され，また陸軍と海軍のあいだも円滑を欠いている当時の状況のなかで
は，一部でいわれているように陸軍の長老宇垣一成を引っ張り出てもみても，
むしろ事態と混乱させるだけであろう，という判断を先ず示している。陸軍の
出先きが軍中央の命令をきかずに勝手な行動に出るというのは満州事変勃発以
来慢性化した現象であって，昭和16年当時に始まった事態ではない。しかし，
木戸らにとっても最も印象が新しかったのは，昭和15年の北部仏印進駐に際し
ての派遣軍の勝手な行動であったと思われる。北部仏印進駐の際には辛うじて
事態は収拾されたが，昭和16年7月の第二次近衛内閣のもとでの決定によって
南部仏印にまで進駐するに至っていたこの時点で，これまでのような事が再発
すれぽ，日米戦争や日英戦争を誘発しかねない，と木戸が考えたのは理解出来
る。すでに昭和12年の段階で，宇垣一成に組閣の大命が降下したにもかかわら
ず，石原莞爾らの陸軍内部からの反対で，宇垣は組閣を断念している。それに
しても，難局打開の切札としての宇垣内閣という声が，昭和16年当時なお決し
て消え去っていなかったところに，宇垣という人物の持っていた一種のカリス
マ性ともいうべきもののけん引力が相当なものであることがわかり，むしろ意
外の感に打たれる。他方で，石原らの宇垣に対する反感にも根強いものがあっ
た。昭和12年1月に組閣のために上京する宇垣の乗った自動車を憲兵が途中で
停止させて，宇垣に組閣を断念するように脅したという話も残されている。木
戸がここで述べているのは，宇垣に対する一部の期待は依然として強いものが
あり，この際宇垣の再出馬をという声が自分のところにも届いているのだけれ
ども，日米交渉が暗礁に乗り上げているこの時点で，昭和12年1月の宇垣内閣
流産の二の舞をやられては，状況がはるかに切迫しているだけに，たまったも
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のではない，という木戸の判断である。こうして宇垣は首相候補から外された。
　木戸も述べているように，第二次近衛内閣から第三近衛内閣にかけての日米
交渉のおもてうらを当事者としてよく知っている人物でなけれぽ，この際政局
を担当するのは難しかった筈である。この意味でも宇垣には資格が無いことに
なるのだが，木戸のこの判断はそれ程間違ってはいないと思われる。問題はそ
の先であった。当事者として考えられる人物は，近衛文麿が内閣を投げ出して
しまった以上，海相の及川古志郎か陸相の東條英機ということになる。常識で
考えれぽ，この二人のうちのいずれかということになれぽ及川海相という判断
に落ち着くのが自然だと思われる。何故ならば，日米開戦ということになれぽ，
日中戦争とは全く異なり，戦争を主として負担するのは海軍である。開戦是か
否かということでも，海軍の状況判断が最も重要になる。陸軍の発言権は小さ
かった筈である。本当のところ，海軍は最後まで対米戦の自信が持てなかった。
及川自身がそうであった。海軍は毎年臓大な軍事予算を割り当ててもらってい
たのだから，今になって実は対米戦には自信が無いのだ，とはなかなかいいに
くかった。このあたりの事情については，このあとr近衛手記』を通して考え
てみることにするが，とも角，海軍の出来る最大限として，及川は和戦の決定
を「総理に一任」するという態度をとった。近衛首相が開戦するというならそ
れに従うし，開戦は回避するというのならそれに従う，というのである。しか
し，明治憲法体制のもとでの首相の権限は，戦後の首相よりも弱い上に，何よ
りも首相には統帥権に属する事項に対する権限が全く無かった。統帥権は独立
しており，陸海軍の作戦をつかさどる統帥部は大元帥陛下に直属していた。そ
ういう弱い立場の首相に和戦を一任するといっても，それで問題が解決する筈
はなかった。それでも近衛は，自分に和戦の決定を一任してくれるならば，自
分は平和的な交渉続行に賭けたい，という意向を示した。昭和16年10月12日，
東京荻窪の近衛私邸での主要閣僚の会談の時のことである。この運命的な「荻
窪会談」が行われた荻外荘は，今もそのまま残っている筈である。奇しくもこ
の日は，近衛文麿公爵の誕生日であった。ここで，及川海相の態度を観察する
ためにも貴重な史料となる近衛手記r平和への努力』のなかの該当個所を引用
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してみたい。
　「十月十二日，五十回誕生日，日曜にも拘らず午後早早，陸海外相と鈴木企
画院総裁とを荻窪に招集して，和戦に関するほとんど最後の会議を開いた。
　その会議前に海軍の軍務局長（海軍少将岡敬純一引用者）より書記官長に，
　r海軍は交渉の破裂を欲しない。即ち戦争を出来るだけ回避したい。然し海
軍としては表面に出してこれを言うことは出来ない。今日の会議においては
海軍大臣から，和戦の決は首相に一任する，ということを述べる筈になって
居るから，そのお含みで願いたい』という報告があった。
　　果して壁頭に海軍大臣より次の発言があった。r今や和戦いずれかに決す
べき関頭に来た。その決定は総理に一任したい。で，和でゆくならば何処ま
でも和でゆく。すなわち多少の譲歩はしても交渉を飽までも成立せしめると
いう建前で進むべきである。交渉半ぽにして交渉を二三ヵ月してから，どう
　もこれじゃあいかんというので，さあ，これから戦争だ，と言われては海軍
　としては困る。戦争をやると決すれば，今此処で決めなければならん。今が
その時機だ，最後の時機に来ている。やらないということであれぽ，飽くま
で交渉を成り立たせるという建前の下で進んで貰いたい』それにたいして余
は，r今日此処でいずれかに決すべしというならぽ，自分は交渉継続という
　ことに決する』と言った。ところが陸相は，rその総理の結論は早すぎる。
一体，交渉成立の見込のない交渉を継続して，遂に時機を逸するということ
　になっては一大事である。一体外務大臣（予備役海軍大将豊田真次郎一引用
者）は交渉成立の見込ありやと考えるかどうか』と外務大臣に向って質問し
たところが外務大臣は，『それは条件次第である。今日の問題の最難点は，
結局支那の駐兵問題だと思うが，これについては陸軍が従来の主張を一歩も
譲らないということならば，交渉の見込はない。然しその時に於て多少なり
　とも譲歩して差支えないということであれぽ，交渉成立の見込は絶対にない
　とは言えない』然るに陸相はこれにたいして，r駐兵問題だけは陸軍の生命
であって絶対に譲れない』ということであった。自分はrこの際は名を捨て
て実を採り，形式はアメリカの言うようにして，実質において同じ結果を得
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　れぽ好いではないか』と言ったのにたいして，陸相は遂に承服せず，結局会
　議は二時から六時までに及んだけれども結論に到達せずして散会した。」（昭
　和戦争文学全集別巻r平和への努力』集英社，1965年，63－64ページ）。
　このような近衛手記の記述をよりどころとしながら，及川海軍大臣の態度を
分析してみると，三通りの解釈が成立つ。
　第一は，及川の発言を字義通りに受けとめて，和戦の決定を本当に近衛首相
に一任した，という解釈であるが，近衛手記のニュアンスからしても，この解
釈は成立しにくい。字義通りの「総理一任」であったとは考えにくい。
　第二は，及川の態度はいわゆる「バラ芸」であって，口では「総理一任」を
言っているが，実のところは海軍は日米戦を回避したいのだという本心を汲み
とってほしいと考えていた，という解釈である。
　第三は，「総mp－一任」を唱えることによって，いわぽトランプのババを近衛
につかませ，海軍ならびに及川自身に和戦の責任が廻ってこないようにした，
という解釈である。良くいえば，海軍らしい「スマートさ」，明哲保身の道で
あり，悪くいえぽ卑怯で無責任な責任回避と考えられる。
　及川の発言について，少くともこの三通りの解釈が可能と思われるが，真相
は二と三をつきまぜたあたりにあったと推測される。ところが，このような及
川海相の態度に対して，木戸は明らかに共感や好意を寄せていない。もし及川
を首相にするとすれば，「海軍をして政府一任と云はせず自ら責任を以て自信
ある方策を立てさせる」必要があるという，木戸の手記の記述は木戸の不満を
示していると考えられる。木戸はここで明らかに東條陸相に傾斜してゆく。木
戸の東條に対する傾斜が，及川に対してよりはるかに大きいものがあったこと
は，先にあげた手記からもかなりの程度うかがわれるが，これをもっと明確に
示しているのは，木戸の母校学習院でつくられた「華族研究会」とのインタビ
ューで，木戸がかなりフランクに当時のことを語った内幕話である。又しても
少し長くなるが貴重な史料なので引用しておきたい。
　「A　八月の石油輸出禁止で，いよいよ日米会談が行きづまり，十月に東條
　内閣となるわけですが，あのとき，重臣会議では，東條さん一本でなく，い
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ろいうな意見があったのでしょうか。
　木戸　ええ，いろんな意見が出たけれども，結局，次々につぶされて，そ
ういうときは，最後は誰かがイニシアチブをとって，責任をとらなけれぽ決
まらないですよ。だから結局，ぼくが責任をとったわけです。
　B　そのときは，大勢出席されたのですか。
　木戸　そう。一番年長者では，清浦奎吾さん。九十いくつで，お医者と看
護婦がついてきて，注射して席に臨まれました。あのとき，年寄り連中から
は宇垣（一成）という案も出たし，皇族内閣という案もあった。だけど，宇
垣だったら内閣が出来るかといえば，できるという人は一人も居ない。それ
は中堅どころの将校から，つぶされてしまう。つまり，陸軍大臣を出さない，
とくるわけだ。それで，一応とにかく陸軍の陣容も出来，軍の内部を統制し
て軌道に乗せられるのは，もう東條ぐらいしか居ないんじゃないかと言うと，
まあ仕方がないだろう，というわけでね。無責任といえぽ無責任な話だけど，
ほかにどうしようもないものね。
　A　そうすると，陸軍内部の世論というのは，陸軍省と参謀本部の中堅層
くらいが集まって，あれならいいというような形で出来ていたわけですか。
　木戸　そうです。
　B　彼らには，天下国家に対する責任感というようなものは，あったので
しょうか。
　木戸　責任感といっても，彼らは，そんな責任のある地位に居るわけじゃ
ないんだもの。だけど，そういう自負心はあるナ。
　A　大佐クラスが中心だとすると，どこに責任があるか，わからないわけ
なんですね。
　木戸　そうなんです。だから，そういう時の奏請の責任は，あくまでも内
大臣さ。
　C　そうすると，陸軍の上層部が浮いているところへ迎えられて，東條さ
ん自身は，そのことをどれくらい意識していたんでしょうか。
　木戸　まあ，彼はそれほど意識していなかったし，事実，東條が一番，浮
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いていなかったでしょう。
　C　なるほど。
　木戸　うん，東條が一番がっちり統制していたですね。それだけに最後に
は，東條人事というものに対する反擾が，かなり出てきたのですが……。
　B　それで，東條さんが一一番陸軍を抑えられると思って推薦されたわけで
すね。
　木戸　まあ，そうなんだ。それともう一つ，彼は陛下のおっしゃる事なら，
一番真正直に服従していたからね。そこへ行くと，杉山元なんてのはズルイ
おやじで，もうどうにもならん。（笑）また，あれくらい，陸軍でエライ位
置をみんな占めた人はないでしょう。陸軍次官，陸軍大臣，参謀次長，参謀
総長，教育総監，みんなやったです。だけど，これがやれる筈なんだ，ノラ
リクラリなんだから。これは仕末におえなかったな。ぼくら，相手にしてい
て，ほんとに骨が折れた。そこへゆくと東條はいい。ダメならダメと，はっ
きりしているから。
　B　すると，東條さんは陛下のおっしゃることを一番実直にききそうだと
いうので，もし陛下の思召しがあれぽ陸軍の反機があっても抑えるだろうと，
お考えになったわけですか。
　木戸　そう。現にあのときは抑えたです。だから，あのときは，東條内閣
が出来たので，みんな，ソラ戦争だと思ったらしい。そしたら東條が，戦争
どころじゃない，まだ話をすすめるんだというものだから，r木戸が欺した』
というので，あのころはぼくの身辺が一番危険だったナ。
　B　ぼくも，あの時は戦争だナと思いました。
　木戸　そりゃ，外からみると，そういう恰好になる。しかし実際は，あの
とき，東條をもってきて，やっと二，三ヵ月ほど開戦が延びたということだ
ね。最初は十月に始めるつもりだったんだから。
　C　そういう点，外から見ていると，東條さんという人は，ずい分実直で
生まじめな，ガリ勉型みたいな人で，あまりギャンブルなんか出来そうにも
見えませんがね……。
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　　木戸　それは，彼は決してギャンブルと思ってやったわけじゃない。陛下
　の命令によってやるとい．うつもりなんだ。というのは，開戦は既に御前会議
　で決まっているわけです。第三次近衛内閣で，近衛が東條陸軍大臣と衝突し
　たことも，なんとかかんとか批判されるけれども，御前会議を決めた近衛の
　方も責任がある。九月六日に御前会議を開いて，十月中旬までに和平交渉の
　メドがつかなけれぽ，米英に対して開戦すると，はっきり決めている。だか
　ら十月十二日の荻外荘の相談会議のときに，もう十月中旬が来ているんだか
　ら戦争準備をしなくちゃならんということを，東條が言い出した。ところが，
　まだ交渉はつながっているからといって，近衛はつづけようとしたので，そ
　こにひっかかったわけだ（十月十六日，近衛内閣総辞職，十八日，東條内閣
　成立）。だから大義名分というか，筋をいえぽ，東條の方がしっかりおさえ
　ている。だから，ギャンブルどころじゃないんで，彼はやむを得ずやってい
　るようなものです。その点，あの人は非常に誤解されていますよ。（以下省
　略）」（金沢誠・川北洋太郎・湯浅泰雄編r華族一明治百年の裏面史』北洋
　社，1978年，169－172ページ。）
　このように，近衛首相の後継者を選ぶに当って，内大臣として後継首相候補
奏請の役割をになっていた木戸は消去法によって，宇垣をはずし，及川をはず
して東條を選んだ。これまで対米開戦論の急先鋒だった東條を首相に起用して
彼に陸軍を抑えさせ，更に開戦を決定した昭和16年9月6日の御前会議の内容
を「白紙還元」する「御謎」をかぶせて，日米戦争を回避しようという木戸の
考え方は，正攻法からは出てくる筈のないもので，まさに奇策というほかは無
い。その際，木戸が東條に好意を抱いていたか乃至は少くとも心理的に東條に
傾斜していったいきさつはすでに観察してきたところである。また，及川が消
去されてしまった事情も見てきた。しかし，これで全てが尽きている訳ではな
い。実は，宇垣説が出る前に，東久魎宮稔彦王を首相に推そうとする動きが特
に東條によってなされており，近衛によってもこの方向でかなり具体的な工作
がなされていたのである。この可能性を消去したのもやはり木戸であった。彼
は手記のなかにこの問題を詳しく述べているが，要するに彼は，「東久遍宮内閣
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が出来ても戦争回避の可能性は極めて少く，万一戦争となりたる場合戦争の責
任は直接皇室が負はざるべからざることとなるべし，余の見透しとしては日米
戦は決して楽観どころか相当悲観的に考えて居ったので，其の場合には皇室は
国民の怨府となり国体に迄及ぶ問題と考えたのであった。」（前掲r木戸幸一関
係文書』33ページ）
　こうして見ると，・木戸は日・米戦争はほとんど不可避であり，しかも日本の敗
北も同じように不可避であるから，皇室の一員が首相となれぽ皇室が「国民の
怨府」となり国体すら動揺する結果となると考えたことになる。そうすると，
敗戦の場合に国民の怨みを背負わせる恰好の人物として東條英機が選ぼれたと
いう側面も皆無とはいえなくなる。
　国際政治学の理論上の基礎を築いたモ’一一・bSンソーは，名著r国際政治』の第
1章のなかで，政治的リア，リズムの立場についてさまざまの角度から説明を重
ねている。そのなかに，’政治的リアリズムは「あれこれの政治行動の結果を比
較考量すること」を，、「政治における至上の美徳と考える」（現代平和研究会訳，
福村出版，1986年，11ページ）という表現が見出される。「あれこれの政治行
動の結果を比較考量すること」という部分は原文ではthe　weighing　of　the
consequences　of　alternative　political　actionsとなっている。このalter－
nativeという言葉が彼の言わんとするところを極めて明確にしているのであ
り．，特定の，・ひとつだけの政治行動に固執せず，複数の選択肢を想定して，そ
れぞれの選択肢を現実の政治行動として選択した場合にもたらされる諸結果，
それはあくまで頭のなかに描かれるにとどまるが，これらの結果を比較考量し
た上で，最善の結果をもたらす選択肢を選びとることこそ，政治における至上
の美徳だと彼は考えている訳である。
　木戸内大臣が首相候補を奏請するというのは，ひとつの政治行動である。こ
の行動をとるに当って，彼はたしかに複数の候補を選択肢として想定し，東久
遍宮が首相になれぽどういう結果が生ずるか，宇垣が首相になればどういう結
果が生ずるかという風に，生ずるであろう結果を一応比較考量している。そし
て，あの場合常識的に考えれば及川しか残らない筈なのに，あえて及川を消去
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して東條を選んだ。もちろん，複数の選択肢のもたらす結果を比較考量すると
いっても，状況の持つ拘束力というものが，特に昭和16年10月後半のあの局面
では木であったから，任意の候補を自由に選ぶことは出来ない。政局の第一線
から引退していた宇垣を，という声は，この意味でいささか現実性を欠いてい
た。状況の持つ拘束力とは，あの時点では，外圧と内圧の二つであった。外圧
が対日石油輸出まで禁止するという経済的制裁を日本に課したアメリカから発
するものであることはいうまでもない。内圧については，木戸や近衛の手記が
るる語っている。それは要するに軍部の強力な政治介入であった。この外圧と
内圧を，その政治介入の先頭に立っていた主戦論者の東條陸相を首相に起用す
ることによって一挙に解決しようとはかったのが木戸の奇策であった。しかし
この奇策が失敗であったことは，ニヵ月もたたぬうちに明白となる。歴史にお
いては，主観的意図と，実現された客観的な結果が食い違うのはしぼしばであ
るが，木戸のこの政治行動についてはそれが甚しかった。木戸は最悪の選択肢
を最善のものと信じて選びとったのである。木戸が東條でなく及川を選んでい
たらどうなったか，その場合に想定される結果についても，また及川のいわば
不作為の責任についても，筆者は一定の考え方を持っているが，これについて
は他の機会に譲りたい。
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